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自己修復を望めない大きな顎骨欠損に対しては、通常、骨

移植または人工材料による再建が行われるが、それぞれ一長

一短があり、機能回復も十分とは言えないのが現状である。

顎骨再建の最終ゴールは義歯装用やインプラントができる骨

を再生することである。近年のtissue engineering（再生医
工学）の発展はこれをより身近なものにしている。本講演で

は、これまで演者らが開発し、臨床応用を進めてきた骨髄組

織と生体吸収性足場を用いた下顎骨の再生法を紹介し、今後

の顎骨の再生医療を展望したい。
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